
塾長の独り言 NO１００ H２０．５．３０ 

「思想を学ぶことは人格の向上ではない！」 

先日のメールにて「横綱の品格」をとりあげました。 
「品格」「品性」「人格」はどこが違うのか？ 
現在の世の中はリーダー（人間）としての有り方（BE ）が問われているのでしょうね。 
 
今回の塾長の独り言 ちょうど１００回目ですね。（パチパチ・・・） 
第１回は H15.5.2でした。 
久しぶりに読んでみると、育てるビジネスについての近畿日本ツーリストの話などの内容でした。 
今回の６月１６日の未来創造志塾７期４回は企業事例研究「クラブツーリズム」がテーマです。 
「近ツー」の社内ベンチャーから発展して成功している会社がこのクラブツーリズムなのですね。 
何か、不思議な縁（えにし）を感じます。 
あれから・・・早いもので・・・もう５年にもなるのですね。 
「継続が力」になっているのかな？ 
 
さて、今回のテーマ「品格を上げるのはどうすればいいのか？」です。 
皆さんは、そう問われたらどう答えますか？ 
・・・「思想を学び、自分のレベルを上げる」と答えそうですが、それは間違いです！ 
 
思想・哲学を学ぶ目的は・・・「使命感を持つ」ことです。決して人格の向上ではありません。 
自分の潜在的に持っている「マイナスのエネルギーをプラスに変える」こと 
・・・「自憤」・・・自分自身の心に向けるイキドオリが・・・エネルギーになるのですね。 
つまりは「自己」との本質的な問題解決の「対話」が必要になるのですね。 
 
竹内お上人の著書「企業再構築の仕掛け」（１３９ｐ）にこう書いています。 
自己に探りを入れる３つの方法 
① 「何を信じている自分であるか」を明確にする 
② 「何を理想・目的にして生きている自分であるか」を明らかにする 
③ 「誰を尊敬している自分であるか」 
これは「自分が自分を信じられる」ことが・・・アイデンティティの確立につながります。 
 
アイデンティティの確立とは人格完成である（１４０ｐ） 
 
＜コメント＞ 

人格を向上するために学ぶと・・・結果的に能力的に学ぶことになり最悪の結果になります！ 

能力的な問題解決は・・・表面的に処理することにうまくなるだけです。 

本質を見つめる！ 

自分が自分自身に対する態度・決断をどう意志決定するのか？ 

HOWどのようにするか？・・・からDO何をするのか？ 

そしてBE どうあるべきか？・・・WHY 何故そうするのか？ 

「相手からどう見られるか？」よりも常に「自分自身に問いかけること」が重要なんですね。 

・・・この文章を書きながら自分自身を振り返り・・・私自身も「自憤」しております。 


